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◆
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
生
前
に
発
表
し
た

　
雑
誌
論
文
・
新
聞
記
事
、
美
術
展

　
カ
タ
ロ
グ
の
解
説
等
、
五
一
点
を

　
復
刻
。

◆
ほ
ど
ん
ど
が
初
出
以
来
、
初
の
再

　
刊
と
な
る
貴
重
文
献
集
。

◆
編
者
に
よ
る
解
説
と
年
表
お
よ
び

　
メ
ア
リ
ー
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
浮
世

　
絵
論
を
付
録
。

◆
近
代
日
本
美
術
史
、
米
国
・
西
洋

　
で
の
日
本
美
術
受
容
の
研
究
に
は

　
必
携
。
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　「日本美術の恩人」と称されるフェノロサの英文著作の初の集成です。
　明治 11 年に米国より来日し、前年開校した東京大学政治学、理財学、哲学教授に着任したお雇い外国人フェノロサは、教育者と
して、後の日本教育界をリードすることになる多くの人材（井上哲次郎、岡倉天心、嘉納治五郎、高田早苗など）を育てますが、
同時に、西洋崇拝の明治にあって見捨てられていた日本の伝統美術を高く評価し、美術品収集、研究を進め、岡倉天心とともに東
京美術学校の創立に尽力します。米国帰国後もボストン美術館日本美術部キュレーターを務め、米国での日本美術の紹介や、ボス
トンだけでなくフリーア美術館など米国での代表的日本美術コレクションの礎をつくったことでも知られています。
　しかし、その業績や人物に対する評価に比べると、詩集 East and West のほかには大きな単行本著作を残さず急逝したフェノロサの
執筆活動や著作に対する研究は、未だ限定的にしかなされていないといえます。前述の詩集や、死後未亡人メアリー・フェノロサが
遺稿をまとめた Epochs of Chinese and Japanese Art、そしてエズラ・パウンドがフェノロサ訳として編んだ謡曲集、そして日本での講
演の日本語による記録などが現在でもフェノロサの著書として一般に言及されていますが、フェノロサ自身が日本語をほとんど解さ
なかったことなどを考慮すると、これらの出版物のどこまでを本来の彼の著作とするのかは、議論が分かれるところでしょう。
　没後 100 年を期に編集される今回の著作集は、フェノロサが自らの名前で活字化していたほぼすべて（ペーパーバック等で刊行
されている詩集 East and West および遺著 Epochs of Chinese and Japanese Art を除く）の文献を復刻にて収録します。ハーバード大学
卒業文集に発表した長詩や、東京大学で出題した試験問題から、日本の英字新聞や雑誌に投稿されたゴンスやアンダーソンの日本
美術書への書評や日本文化論、美術展カタログへの解説、シカゴ万国博覧会の教育会議での発表、帰国後アメリカの雑誌に発表さ
れた美術論や美術教育論など計 51 点の文献を全３巻に収録しました。そのほとんどが初出後初めて再刊されるものです。編者によ
る別冊解説、そして巻末には編者がフェノロサの業績と参考事項を詳説する年表と、夫人メアリーの浮世絵に関する論文２点を付
録しています。
　今後のフェノロサ研究、近代日本美術史、米国・西洋での日本美術の受容の研究には必携の文献です。
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編
者
よ
り
お
願
い

　

二
〇
〇
八
年
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
没
後
百
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
ス
社
よ
り
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
英
文
著
作
集
』（
復
刻
集
版
・
全

三
巻
＋
別
冊
解
説
）
出
版
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
編
者
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
よ
く
「
日
本
美
術
の
恩
人
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
一
方
、
明
治
の

国
粋
主
義
的
政
策
に
乗
っ
て
日
本
洋
画
の
自
由
な
発
展
を
阻
害
し
た
人
物
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
評
価
を
受
け
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
確
か
に
明
治
初
年
の
文
明
開
化
期
、

美
術
を
含
め
て
す
べ
て
が
西
洋
模
倣
に
傾
い
て
い
た
折
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
伝
統
美

術
復
興
運
動
の
旗
手
と
目
さ
れ
て
は
お
り
ま
し
た
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
目
指
し
た
の

は
単
な
る
伝
統
美
術
の
模
倣
・
復
活
で
は
な
く
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
即
し

た
「
新
美
術
」
創
成
の
提
唱
で
し
た
。
そ
れ
は
当
時
洋
画
派
と
日
本
画
守
旧
派
と
の

激
し
い
挟
撃
に
遭
い
な
が
ら
岡
倉
天
心
と
協
力
し
て
東
京
美
術
学
校
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
に
表
わ
れ
、
ま
た
日
本
画
・
洋
画
を
超
え
た
そ
の
理
念
が
日
本
美
術
院
に
受
け

継
が
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
初
期
の
東
京
大
学
に
政
治
学
教
師
と

し
て
招
聘
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
御
雇
い
外
国
人
で
す
。
在
米
中
か
ら
美
術
教
育
家
、

美
術
批
評
家
を
志
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
日
し
て
日
本
美
術
に
魅
せ
ら
れ
、
古
画
の

蒐
集
と
研
究
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に
か
美
術
教
育
家
に
変
貌
し
て
い

ま
し
た
。
東
京
大
学
に
八
年
間
、
の
ち
美
術
行
政
官
と
し
て
四
年
間
文
部
省
（
美
術

教
育
）・
宮
内
省
（
文
化
財
保
護
）
に
勤
務
。
帰
国
後
五
年
間
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日

本
美
術
部
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
展
覧
会
や
講
演
会
で
日
本
美
術
の
普
及
に
努
め
、

再
来
日
し
て
能
楽
・
漢
詩
を
研
究
す
る
か
た
わ
ら
浮
世
絵
の
解
説
・
紹
介
に
携
わ
り

ま
す
。
晩
年
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｌ
・
フ
リ
ー
ア
に
協
力
し
て
東
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
基
礎
を
築
き
ま
す
が
、
そ
の
間
、
全
米
各
地
を
巡
回
す
る
講
演
者
と
し
て
日
本

画
の
技
法
に
基
づ
く
美
術
教
育
の
普
及
、
日
本
お
よ
び
東
洋
文
化
の
紹
介
に
尽
力
し

ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
つ
ね
に
、
東
洋
文
化
と
西
洋
文
明
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
世

界
の
実
現
を
願
う
と
い
う
、
自
作
の
詩
集
『
東
と
西
』（
一
八
九
三
年
刊
）
の
理
想

を
追
求
し
た
も
の
で
し
た
。

　

私
は
一
九
八
二
年
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
』（
上
・
下
巻
、
三
省
堂
）
を
「
日
本
文
化
の

宣
揚
に
捧
げ
た
一
生
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
努
め
て
客

観
的
に
叙
述
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
資
料
の
取
捨
選
択
に
あ
た
っ
て
は
ど
う
し

て
も
私
感
の
混
入
を
防
ぎ
切
れ
ま
せ
ん
。
一
九
八
八
年
に
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
美
術
論

集
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
）、
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
の
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
社
会
論
集
』

（
思
文
閣
出
版
）
は
、
美
術
論
の
ほ
か
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
教
育
論
、
宗
教
論
、
社
会
論
、

国
際
関
係
論
な
ど
の
原
文
（
日
本
語
訳
）
を
紹
介
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
所
論
の
客
観

的
把
握
を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
特
定
の
組

織
が
特
定
の
機
会
に
訳
出
し
た
文
献
で
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
全
体
像
を
伝
え
る
も
の

で
は
な
い
憾
み
が
あ
り
ま
し
た
。
編
者
が
長
年
蒐
集
し
た
資
料
に
基
づ
く
今
回
の

『
著
作
集
』
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
生
前
自
ら
の
名
前
で
活
字
化
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の

英
語
文
献
を
網
羅
し
、
復
刻
・
収
録
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
上
述
『
美

術
論
集
』『
社
会
論
集
』
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
所
論
の
全
貌
が
明

ら
か
に
な
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

と
く
に
西
洋
文
明
批
判
者
と
し
て
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
西
欧
近
代
思
想
史
（
と

く
に
反
近
代
、
反
西
洋
の
思
想
）
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る

近
代
日
本
思
想
史
に
お
い
て
も
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
存
在
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
研
究
に
は
勿
論
の
こ
と
、
欧
米
に
お
け
る
日
本
美
術
受
容
の

経
緯
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
美
術
教
育
、
美
術
家
・
美
術
作
品
へ
の
影
響
、
ま
た

対
日
感
情
変
遷
の
研
究
等
に
も
必
須
、
必
携
の
文
献
集
と
愚
考
致
し
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
貴
研
究
室
、あ
る
い
は
図
書
館
等
に
こ
の
『
著
作
集
』
お
備
え
い
た
だ
き
、

今
後
の
研
究
者
た
ち
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
と
思
い
、
ご
購
入

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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